
松本障害保健福祉圏域自立支援協議会 部会・プロジェクト議事録 

部会・プロジェクト名 

令和３年度 第６回くらし部会 

開催日：令和 ４年 1月 １４日（金） 

時 間：10：00～  

場 所：ZOOM  

参加者構成機関名 

松本市障害福祉課（輪湖）、塩尻市福祉課（小田）、安曇野市福祉課（野中） 

生坂村健康福祉課（竹内）、基幹相談支援センター（海老原） 

塩尻市社会福祉協議会みどりが丘（高島）、特定非営利法人ハートラインまつもと（田中） 

松本圏域自立支援協議会事務局（山口） 

次第 

１、調査結果から見えてきた課題に対しての取り組みについて（報酬について） 

２、部会としてのまとめについて ３、余暇情報シートについて（内容・今後の発信について） 

４、その他 

 

会議内容 

 

１、調査結果から見えてきた課題に対しての取り組みについて（報酬について） 

・報酬の課題の一つ目「キャンセル補償」については、事業所が利用者と契約を結ぶ際にきちんと説明

しているにも関わらず、いざキャンセルが出た際に請求しようとしても、利用者の納得がいただけな

い場合があり、キャンセル料がいただくことが難しい現状にあるとのこと。 

→これを解決するためには、契約時のきちんとした説明に加えて、明確な金額提示も行うことで利用

者にキャンセル料がかかる自覚を持っていただく必要があるという結論に至った。しかし、当日キャ

ンセルの際、「諸事情で連絡できなかった」等を言われてしまうと、いくら本人がキャンセルを自覚し

ていても、事業所が請求しにくいという声もあがった。 

・報酬の課題の二つ目「加算」については、多種多様な加算があるにも関わらず、それを十分に活用で

きていない事業所があり、その結果、事業所全体の報酬が低くなってしまうという現状にあるとのこ

と。また、加算のハードルが高いことも問題視されており、例えば「有資格者が常勤である」ことでと

れる加算があるものの、人手不足の事業所が多い中で、その対象者が辞めてしまうだけで加算が取れ

なくなり、報酬が下がってしまうということもある。 

→これを解決するためには、事業所ごとでも圏域全体でもいいので勉強会を開き、どの事業所も確実

に正確に加算が取れるよう学習の場を設けるべきではないかとの結論に至った。現状、既に学習会を

行っている事業所もあれば、そうでないところもあるため、事業所間の情報共有の場を設けることも

重要と考えられる。また、加算のハードルを下げることは圏域でできることではないが、有資格者によ

る加算があることを知ることで、少なからず従業員の資格取得に向けて行動を起こす事業所が出てく

る可能性もあるため、結果、報酬アップに繋げられるのではないかと考えた。 

・報酬の課題の三つ目「移動支援」については、移動支援の報酬が安く、また、各地域の単価にバラつ

きがあるため、ただでさえ受け入れ先が少ない中で、事業所が単価の高い市町村ばかり受け入れがち

な現状にあるとのこと。また、移動支援の名称や申請書式のバラつきもあることから、事業所の困惑に



繋がっているとのこと。 

→報酬を圏域で統一するのは現実的に難しいのではないかとの結論に至った。名称や申請書式のバラ

つき程度であれば、圏域である程度統一することができそうなので、報酬面では難しくても、申請面で

は手間を平等にすることで、少しでも事業所の受け入れも平等にしてもらえるような働きかけになる

のではないかと考えた。 

 

２、部会としてのまとめについて 

・「支援の統一の重要性」「居宅介護事業所の支援内容」「居宅介護事業所連絡会の有効性」がまとめの

柱となる。 

・部会長が最終的にまとめた資料の冒頭に、これまでのアンケート調査等を行ってきた経過を加え、

事業所からいただいた生の声やアンケート結果も抜粋して載せる。 

 

３、余暇情報シートについて（内容・今後の発信について） 

・余暇情報シートについては様々な情報が掲載されており、今後も松本の基幹相談支援センターで圏

域のホームページを運営していく可能性が高いため、ホームページで発信を続けていけるよう各基幹

相談支援センターで情報収集を行い、情報の更新を行っていけるようにする。今後もホームページの

あり方について協議を進めていく方針である。 

 

４、その他 

・くらし部会という形で、各市町村担当者が集まって会議をするのは今日が最後である。今後（令和 4

年度～）は、①松本②塩尻・朝日・山形③安曇野④麻績⑤生坂⑥筑北に分かれて、それぞれで協議を行

い、定期的に代表者が集まって松本圏域連絡会を開催することが決まった。 

・3月 6 日（日）に松本市総合社会福祉センターにおいて、強度行動障害を持つ方のドキュメンタリ

ー映画「道草」の上映会が行われる。定員は 80名で、参加費は無料。監督によるトークも予定してい

るので是非参加してほしい。 

・コロナウイルス感染拡大の影響で、通所系の事業所の閉所が見受けられたり、ケースワーカーが訪

問を控えるなどの対応を各地で行っている。 

・松本圏域障がい者総合相談支援センターあるぷのコーディネーターの後任として降幡さんが１月～

となった。 

 

 

 


